
東光原 Tokogen

シリーズ研究の周縁より

永青文庫の典籍のこと
涼徳岡

熊本大学附属図書館では、毎年11月上旬に永青

文庫等による貴重資料展を催している。

本年は特に、『古今和歌集」が撰進されて1100

年の記念の年であることから、「古今和歌集1100

年熊本フォーラム」の一環として｢古今和歌集

その豊饒の世界」（11月４日～６日）と銘打ち、

最終日には森正人文学部教授による公開講演会

「絵と歌と物語と」を併せて開催した。

期間中は多くの方々にご来館いただき､微力な

がらお手伝いさせていただいた実行委員の－人と

して御礼を申し上げる。

この資料展のための『解説目録』と顛るパンフ

レットを作成するにあたり、ささやかではあるが

幾つかの発見があったので､その中のひとつを紹

介しておきたい。

両氏を征伐するたあに豊臣秀吉は大軍を擁して大

坂を出陣、幽斎の嫡男忠興らも従軍した。

幽斎は既に出家した後であったが、無為に過ご

すことを蝉り、翌月に田辺城から出る。

往きは山陰道で、五月末に博多着。太宰府など

諸所を訪ねる内に事が収まり、秀吉は薩摩から帰

還する。七月七日に帰陣に合わせて、帰りは山陽

道を巡る。

という紀行であるが、折汽に詠まれる和歌、連

歌が幽斎の文人としての側面を伝えている。

これは、手近なところでは『新編日本古典文学

全集４８中世日記紀行集」の中に、本文共々、こ

の幽斎自筆の「九州道の記」を底本として伊藤

敬氏の校注。訳で収めてある。このように、重の

『九州道の記』の存在についてはすでに広く知ら

れているところである。
ちょうしよみＬ

一方の『吾妻の道の記」は、木下長輔子（1569

～1649年）の紀行文である。長願子は､北政所(ね

ね)の兄木下家定の子である。

天正十八（159,）年、秀吉の小田原征伐に従っ

た折りのものである。

道程をあらあら辿れば､二月二＋余日都を出て、

草津、鏡山を経、三月に尾張に着く。

更に駿河の国字津の山に入る（このあたりなど

『伊勢物語』を紡佛とさせる）。賎機山では「殿

下も御足を休め」とある。

二＋二日には府中を出て、清見関､美保の松原、

隅田川､富士山の詠歌で終わる。やはりこちらも、

折々に和歌が詠まれている。

長輔子にとっては、この『吾妻の道の記』は初

の散文作品であった。後に、長輔子の和文は芭蕉

に認められ、その俳文にも影響を与えたとされて

（１）

この資料展には､二十六点にのぼる「古今和歌

集』に関係のある典籍類が展示された。

幽斎自筆の「古今和歌集」はもちろんのこと、

同じく勅撰和歌集である三条西実隆自筆の『拾遺

和歌集」等を並べた。また｢古今和歌集の周辺と

享受史」と題したブロックでは､室町後期写本で
よりあい力８白

ある『源氏物語」寄合書や『和漢朗詠集注」tI弓ど

も目を引いたことであろう。

ここでは雷その同じブロックに展示していた『九

州道の記」（目録番号18)及び『吾妻鰯道の記』（目

録番号19〉の二点の春子本について記したい。

両者共に細川幽斎（1534～1610年）筆とされ、

室町後期のものとおぼしき逸品である。

『九州道の記』は、幽斎自身の紀行文である。

梗概を示す。

天正＋五（1587）年三月、九州の島津。大友の
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ところで、「長輔子全集」（古典文庫，昭

和47年）に「吾妻の道の記」は収められて

いるものの、底本には、後の刊本である『挙

白集（長輔子の家集)」（第八）が用いられ

ている。長繍子自筆「吾妻の道の記」が存

在していたことが確認されるのだが（「弘

文荘待買古書目」３４，昭和34年７月に記載
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がある）、それは現在所在不明らしく、「長

輔子全集」には「所蔵者未詳」と記されて

おり、やむを得ず刊本が底本とされたようなので

ある。

このような伝本状況の中にあって、永青文庫に

蔵される長輔子の師である幽斎の手になる『吾妻

の道の記」は、最善本の－つに位置するのではな

いかと推されるのである。

実は、幽斎にも天正十八年の秀吉の小田原征伐

に従って書かれた「東国陣道記」という紀行文が

あり、一方、長輔子には天正二＋（文禄元）年の

秀吉の朝鮮出兵―いわゆる文禄の役に従って書か

れた「九州の道の記」がある。

そのタイトルからして何とも紛らわしい。この

あたりの紛らわしさが、永青文庫に『吾妻の道の

記」が蔵されていることがほとんど知られなかっ

た理由の一つなのかも知れない。

あるいは、「吾妻の道の記」の箱書きには「幽

斎公御筆道之記」とあり、それだけでは何を示

しているのか分からないということもあったのか

も知れない。

北岡文庫の目録（「北岡文庫蔵書解説目録一細

川幽斎関係文学書一」熊本大学法文学部国文学研

究室，昭和36年12月）においても「作者未考」と

なっており、その後、この－巻がことさら取り上

げられることはなかったように思われる。

｢吾妻の道の記」

青文庫の目録作成のことについても触れておきた

い。

この熊本大学に寄託されている永青文庫には

「教育・国文学・漢詩・漢文学・思想・武芸・軍

記・美術・工芸・芸能・辞書・礼儀・土木・建

築」等々、多岐に亘る多くの典籍類が含まれる。

しかしながら目録としては、1969年３月に発行さ

れた細川藩政史研究会・森田誠一編「永青文庫

細川家|日記・古文書分類目録」が存在するのみで

ある。そこで現在、熊本大学文学部と国文学研究

資料館とが共同提携して、附属図書館のご助力を

得ながら目録化のための調査を行っている。

７０年代に何度か、やはり国文学研究資料館の文

献調査委員による調査が行われたものの、これに

よって全てを調査し終えたわけではない。その後、

しばらく休止の期間があり、今回の調査の運びに

なったというわけである。

この調査を行う文献調査委員は、熊本大学はも

ちろんのこと、熊本県立大学、鶴見大学、慶應義

塾大学等から､それぞれのジャンルにふさわしい

研究者によって構成されている。

１年間に３回行われる大がかりな調査であり、

１回につき150点から200点近くの典籍類を貴重書

庫から出納する。悉皆調査なので、典籍のコンデ

ィションの良し悪しにとらわれず調査を進めてい

るが、中には状態の芳しくないものも見受けられ
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る。

もちろん幽斎近辺の典籍類や、時代を遡る特に

貴重な典籍類は別置されており、上記の典籍類も

厳重な室温。湿度管理の元に保管がなされ、劣化

が進むことはない。

しかしながら、刊本類や江戸時代写本にも貴重

なものは含まれる。あるいは書き入れに重要な情

報が含まれるものも存在している。そのような稀

観本を中心に、何らかの手だてを講じる必要があ

ると思われる。

また、目録自体に記載されていない典籍がある

こと､同番号に異なる典籍が登録されていること、

ジャンルごとに配架されていないことなど､現在

の目録、配架番号、及び配置は多くの問題を抱え

ている。新たな番号を付すべきか、最終的には配

置を変えるべきか否か等々の模索は続く。

録することは困難だとしても、二年後の｢仮目録」

がひとまずの中間報告としての区切りになるとい

う見通しでいる。

また、目録化に伴い、パソコンによるデータベ

ース化も進めている曰

多くの方々のご理解とご協力鞍<しては、この

事業の達成は困難である。今後とも変わらないご

支援をお願いしたい。

とくおかりょう

熊本県立大学非常勤講師 （１）

伝 可

最近寄贈された本学教員の著書
一中央館ASPECT熊大コーナーをご覧下さい－

西川盛雄（教育学部）

ラフカディオ･ハーン：近代化と異文化

理解の諸相九州大学出版会

文献調査委員による年３回の調査のために、夏

休みや講義の合間に貴重書庫に入って、継続的に

準備作業を行っており、これまでに調査相当部分

のおおまかな見取図を作成し終えた。

目録化に相当する典籍を一目瞭然にするため、

これまでの配架順に従って､調査すべき典籍には、

半紙を八等分して作成した赤の付第（70年代に調

査を終えたものは緑の付菱）を挟み込む｡典籍名

をその場で書き取り、現在の目録に登録されてい

るか否かを調べ、チェックをして調査に臨む、と

いう手順をとっている。

そして、調査を終了したものには、それぞれの

調査委員の方に、随時、緑の付菱を挟み込んで頂

くことにより作業の効率化を図っている。

調査開始時には、その典籍類の分量と、･多岐に

亘るジャンルを前にして途方に暮れるばかりであ

ったが、今は、400点、500点、600点と緑の付菱

が増えていくのを楽しみに調査は進嘘られてい

る。

目標とする点数は25Q０点余りであり、全てを収

山中進（大学院社会文化科学研究科)。

上野眞也(政策創造研究センター）

山間地域の崩壊と存続九州大学出版会

高橋隆雄（文学部）

Ｔａｋｉｎｇｌｉｆｅａｎｄｄｅａｔｈｓｅｒｉｏｕｓｌｙ

ｂｉｏｅｔｈｉｃｓＥｒｏｍＪａＰａｎＥｌｓｅｖｉｅｒ １つ

大津政康（大学院自然科学研究科）

アニースティック・エミッションの特性と

理論:構造物の診断と破壊現象解析森北

出版

坂田正治(文学部）

ゲーテと異文化九州大学出版会

小野友道(理事･副学長）

Merkel細胞･Merkel細胞癌:この謎多き細

胞たち金原出版〔配架場所:医学系図書館〕
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